
 

 

［成果情報名］寒雪害に強いビール醸造用二条大麦「小春二条」 

［要約］「小春二条」は、二条大麦としては耐寒雪性が強く、東北・北陸地域の既存の六条

大麦品種と比べ、麦芽エキスやジアスターゼ力などのビール醸造に関連する特性が優れて

いる。穂発芽しにくく、赤かび病に強く、穀粒は大きく外観品質が優れる。 

［キーワード］二条大麦、醸造、耐雪性、麦芽エキス、ジアスターゼ力 

［担当］東北農業研究センター・畑作園芸研究領域・畑作物育種グループ 

［代表連絡先］電話 029-838-7410 

［分類］普及成果情報  

 

［背景・ねらい］ 

東北・北陸の寒冷地では地元産麦を使用したいわゆる地ビールが数社から販売されてい

る。しかし、既存のビール用二条大麦は耐寒性や耐雪性が劣り、生産量や品質が安定しな

いため、耐寒性、耐雪性の優れる六条大麦による代替、あるいは二条大麦の春播栽培によ

る対応がなされている。しかしながら、これらは秋播二条大麦と比べ醸造に係わる品質が

劣る。そこで、寒冷地にも高品質な原料を供給することを目的として、耐寒性、耐雪性に

優れる二条大麦品種を育成する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「小春二条」は「ニシノゴールド」と「ミユキオオムギ」の雑種第１代を母に「九州

二条 11 号（後の「ミハルゴールド」）」を父とする人工交配の後代から育成した品種

である。 

２．麦芽エキス、ジアスターゼ力および総合的に醸造適性を評価する指標である麦芽評点

が寒冷地の六条大麦主力品種である「ミノリムギ」より高く、ビール醸造適性に優れる

（表 1）。 

３．耐寒性および耐雪性は“やや弱”で「ミノリムギ」より劣るが（表 2）、既存の二条

大麦品種「あまぎ二条」等と比べると明らかに雪害に強い（図 1）。 

４．耐倒伏性および穂発芽性は“中”、縞萎縮病抵抗性はⅠ型に“極強”、Ⅱ型に“やや

強”、赤かび病抵抗性は“やや強”、うどんこ病抵抗性は“中”、小さび病抵抗性は“

弱”である（表 2）。 

５．播性がⅡで（表 2）、出穂期および成熟期が「ミノリムギ」とほぼ同程度の中生品種

である。早生の主力品種「シュンライ」と比べると出穂期は６日遅い（表 3）。 

６．稈長は「ミノリムギ」と同程度のやや長稈種で、穂数が多く、収量は少ないが、千粒

重、容積重は大きい（表 3）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：地ビール（クラフトビール）製造者及び委託生産を行う生産者。耐雪性か

ら判断し、栽培適地は東北・北陸の平坦地（目安は根雪期間 80 日以下）である。 

２．普及予定地域・普及予定面積：岩手県、宮城県、秋田県、新潟県、石川県、長野県で

それぞれ数十ａ規模の栽培が行われている。 

３．その他：成果の内容・特徴は東北農業研究センター（岩手県盛岡市）における成績

で、出穂期、成熟期の早晩および耐雪性の区分は寒冷地北部（東北地域）における基準

に基づく。根雪期間が 80 日を超える地域では殺菌剤や融雪剤を散布する等の雪害軽減

策が必要である。また、稈長が長く、穂数が多くなりやすいので、倒伏を防ぐため、肥

沃地では早播を避け、施肥量を控えめにする。 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

図１ 「小春二条」（左）と「あまぎ二条」（右）の雪害発生状況 

2008 年 3 月 14 日撮影 東北農業研究センター圃場。根雪期間 88 日。 

「小春二条」は一部の葉身が枯死し耐雪性“やや弱”、「あまぎ二条」 

は全個体枯死しており“極弱”と判断される。 

［その他］ 

予算区分：交付金 

研究期間：1995～2017 年度 

研究担当者：谷口義則、伊藤裕之、中村和弘、吉川亮、平将人、八田浩一、前島秀和、中

村洋、池永幸子、伊藤美環子、伊藤誠治、中村俊樹、氷見英子、中丸観子 

発表論文等： 

1) 谷口ら「小春二条」品種登録第 17314 号（2009 年 2 月 6 日） 

2) 谷口ら（2009）東北農研研報、110：1-15 

3) 平ら（2009）東北農業研究、62：55-56 

小春二条

ミノリムギ
注）東北農業研究センター水田産。2004～2005年度の2カ年平均。

　寒冷地で育つ他の二条大麦がないため、六条大麦と比較する。麦芽品質は7項目で

　評価されるが、上表では も重要な2項目を記載。麦芽エキスは糖類やアミノ酸等

　の可溶性抽出物の量でアルコール収量の目安となる。ジアスターゼ力はでん粉分解

　能力。麦芽評点は7項目の値を点数化し合計したもの。配点は100点。

表１　「小春二条」の麦芽（醸造）品質

品　種　名
麦　芽
エキス
dm%

82.5

78.5

ジアスタ
ーゼ力
WK/TN

257

174

麦　芽
評　点

点

76.8

39.8

播 耐寒 耐雪 耐倒 穂発 縞萎縮 縞萎縮 赤か うどん 小さ
性 性 性 伏性 芽性 Ⅰ型 Ⅱ型 び病 こ病 び病

小春二条 Ⅱ やや弱 やや弱 中 中 極強 やや強 やや強 中 弱
ミノリムギ Ⅴ 中 やや強 やや強 易 － － 弱 中 弱
シュンライ Ⅰ 中 やや弱 － やや易 － － やや弱 やや弱 弱
 注）2001～2016年度の間に複数年実施した特性検定試験成績に基づいて判定した。

出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 収量 標準比 容積重 千粒重 外観
月/日 月/日 cm cm 本/㎡ kg/a % g g 品質

小春二条 5/17 6/22 96 6.2 731 44.9 76 686 45.3 中上-中中

ミノリムギ 5/15 6/23 97 5.3 582 58.8 100 670 35.9 中中
シュンライ 5/11 6/20 89 4.9 470 48.0 82 670 38.7 中下
注）2002～2016年度の15カ年平均、東北農業研究センター水田ドリル播成績。

表３　「小春二条」の生育特性、収量性および子実特性

品　種　名

品　種　名

（谷口義則、伊藤裕之、池永幸子、中丸観子、中村俊樹）

表２　「小春二条」の播性、障害・病害耐性


